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「と こ ろ 」 と 「所 ・赴 」 に つ い て
一 日中対照研究
王 文 ・鈴 木 義 昭
日本 語 の 「と こ ろ」 は 名詞(形 式 名 詞 も含 む)で,「 場 所,部 分,ち ょ
う どそ の 時,場 合,範 囲」 な どの 意 味 で あ る 。 こ れ を 現代 中 国語 の 「地
点,位 置,地 方,地 区,住 所,家,部 分,点,程 度,萢 園,(正
当1卜...吋 候 」 等 に訳 す こ とが で きるが,場 合 に よ って は,中 国語 と意
味 が違 う、 「と ころ」 は,「 と ころ が」,「 とこ ろで」 の形 で,接 続 詞 や 助 詞
に も使 うこ とが で きる 。 本 稿 で は,中 国人 学 生 に 日本 語 を教 えて い る時 に
気 づ い た こ と等 を元 と して,日 本 藷 の 「とこ ろ」 と中 国語 の 「所 ・赴 」 と
を対照 し,中 国 人 学 生 の 日本語 作 文 に役 享 て たい 。
* *
光ず,中 国 側 の理 解 を示 す た め に,二 ・三 の辞 書 を当 た っ てみ る こ とに
す る。先 ず,陳 濤編 『日双 辞典 』(商 条 印需 熔 ・1979・ 北京)の 「と ころ」
に は,








h.正 巧,正 当...吋 候
i.所.、 」 事 情
j....可 是...(接 鋲 助 凋:鞍 折)
等 とあ る。 ま た,『 現代 汲 悟 洞 典』(中 国社 会 科 学 院箔 育 研 究 所凋 典 編 輯 室
編1978年ll月).に よ る と,「 所 」 は,
.a・ 赴 所3場 所
b.明 代 駐 兵 的 地 点...(現 在 只用 干地 名)
c.用 倣 机 美 或 其 他 亦 事 地方 的 名称=
d.量 祠.
'e.助 伺 〔被 劫,中 心 悟 是 受 事 者,掻 凋 施 事 者 和 功 作 的美 系,眼 助 洞 杓





b.躁 別 人 一起 生 瓶
c.葎 居 。
r




b.机 美 或 机 美 里 的 一 ↑部 住
とあ る。
『日演 辞 典 』 の 例a～fは,以 下 の 諸 例 の よ う に,日 本 語 と中 国 語 とで
余 り大 きな意 昧 の違 い は な い 。 しか し,g-jで は 異 な っ た意 味 を持 っ て
くる。 そ れ を実 例 レご即 して眺 め て み る こ と にす る。
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〈A〉1物 の あ る場 所 。 事 の 行 わ れ る 場 所 。 〆赴 所,地 点,位 置,地
方,地 区
1.バ ス に乗 る とこ ろ は どこで す か 。〆乗 牟 的地 方 在 邸几?
2.こ れ は 乾 い た と ころ に置 くほ うが い い./逮 在 干 燥 的地 方 力 好 。
3.そ の 店 の あ る とこ ろ を教 えて くだ さい。 〆清 告 栃 我 那 奈 商 店 在 邸
些?
4.手 紙 を置 い た と ころ を忘 れ て し まい ま した。/忘 妃 了 信 放 在 那
匹?
5.こ の 土地 は み か んが沢 山取 れ る とこ ろだ 。/迭 一 帯 是 盛 声 橘子 的
篁 互。
6.と こ ろ き ら わず 物 を 捨 て て は い け な い。/不 是 什 広 都 可 拐 京 西
的 。
7,と ころ変 われ ば品 変 わ る・/一 小 地 方 一 ↑ 祥 。 十 里 不 同 夙,百 里
不 同俗 。
8.あ の兄 弟 はそ れ ぞ れ と ころ を得 て い る 。/那 対 兄 弟 都得 其 所 。
1,2,5の 「と ころ」 は 「地 方 」 に訳 してお い た。1は 場 所,2は 位 置,
5は 大 きな 範 囲 を表 して い る 。3,7は 「卿L?」 と い うふ うに,直 接 「と
ころ」 の意 味 ゑ持 つ 語 を用 い な か っ た。 「在 」 を用 い る こ と に よ って ,「 と
ころ」 が表 現 で きる(「 在 字 句 」)し,'そ の方 が 自然 で あ る か らで あ る。 も
ち ろん,3を 「清 告訴 那 全商 店 的地 蛙 」,4を 「忘妃 了信 之 所 放 的地 方」 に
変 える こ と もで きるが,「 地 杜 」 は名 詞 とな る し,「 所 」 を用 い た古 代 漢 語
的表現 にな る。6,7,8は,日 本 語 で は一 種 の 古 文 的,慣 用 的 用 法 で,古
代 漠語 に近 い で あ ろ う。 た だ,6はr不 是 什 広 地 方都 可 拐 奈 西 的」 とす る
こ と もで きるが,;う す れ ば 「地 方 」 とい う語 を 出 さ ざ る を え な くな る 。
(B>二(場 所,物 を厳 し く限 らな い で,そ の)近 く。(ま た,や や ぼ や
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か し た 気 持 ち で,そ の)場 所 。/...赴,...逮 几
0
9.駅 の 出口 の と ころ で待 って い て くだ さい 。/在 牟 靖 出 口赴 等.
lG.洋 服 の裾 の と こ ろが破 れ て しま っ た。/衣 服 下(免)破 了 。
lL私 の とこ ろへ い ら っ しゃい 。 大事 に してあ げ る よ。〆来 我 逮 几,
姓 好 待 咀。
13.学 校 の と こ ろ ま で迎 え に行 くか ら,授 業 が 済 ん だ ら,す ぐ出 て
い らっ し ゃい 。/去 学校接 称,深 完 了,昌 上 出来 。
13.答 案 が書 け た ら,先 生 の とこ ろ まで持 っ て来 て くだ さい 。/答 案
写 出 来 的,掌 到 老師 這 几来 。
9と12は,あ る場 所 の近 くであ り,「 一 帯 」 とか 「附 近 」 と訳 して よ い。
llと ⊥3に つ い て は,中 国語 で は,人 間 に は場 所 性 が ない と考 え られ て お
り,「 迭 凡 」 や 「那 兀 」 の 語 を使 っ て場 所 性 を示 す こ と に な って い る こ と
か ら,間 接 的 に 「家 」 や 「部 屋」 等 の,入 の い る場 所 を表 して い る。
(C>:住 んで い る場 所!住 所,住 境
14.こ こ に お とこ ろ とお 名前 を書 い て くだ さい 。 〆清 在 這 兀 写 上徐 的
姓 名 和住 所。
15.と ころ番 地 を教 えて くれ た ま え.〆 告訴 我休 的住 吐,肖 牌 。
(D〉=部 分,点/地 方,麺
16.必 要 な と ころ に丸 を付 け て くだ.さい ・/清 在 必 要 的堕 画 上 圓。
17.こ の 小 説 は終 わ りの と ころ が 面 白 い 。/逮 部 小悦 熱 尾 娃有 趣 。
18.あ の 女 に もな か なか い い と ころ が あ る 。/地 倒 也 有 可 取 之妊 。
19,偉 い 人 は子 供 の 時か ら,ど こか 違 う と ころが あ る./儒 人 杁 小 就
有 与人 不 同 之処 。
2Q.そ れが こ の芝 居 の面 白い と こ ろだ 。/那 便 是 迭/卜浅 的 有 趣 之 処 。
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21.あ なた と私 で は見 る と ころが違 うの だ 。/称 和 我 的看 法 不 同 。
14,15は い ず れ も 「住 所 」 コ 住 んで い る とこ ろ,の 意 味 で あ る。16-
21は 場所 性 を持 っ た もの で あ れ ば よ い わ けで,日 本 語 と中 国 語 は 同 じ意
味構 造 を持 っ て い る と言 っ て よい 。
<E>二 ち ょ う どそ の時,場 合/.,.吋 候,正 巧...
22.い い と こ ろ に 来 た ね。 一 緒 にお 茶 で も飲 ま な い か 。/来 的 正 是
日寸,一 起 喝茶9巴g
23.ち ょう ど彼 も今 来 た と ころだ 。/正 好 他 也 剛来 。
24.今 の とこ ろ は心 配 ない よ うだ。/現 在 好 象不 担 心 了。
この22-24の 「と こ ろ」 は,時 問 を 表 す も の で,中 国 語 に は全 く と
い って な い もの で,.日 本 語 独 特 の用 法 で あ る 。
25.門 を 出 よ う とす る と ころへ,郵 便 屋 が 電 報 を持 っ て来 た。/剛 要
出大 肖,郎 遠 員 送 来 了 屯振 。
26.ガ ソ リ ンを入 れ て いた と ころ,オ イ ルポ ンプ に故 障 が起 きた。1
正 在 加油 吋,油 渠 友 生 了毛病 。
27.お 忙 しい と こ ろ を お 出 で くだ さい ま して,あ りが とう ご ざい ま
す 。/百 忙 之 中大 賀 光 幅,非 常 感 謝 、
28、 食べ て い る とこ ろ を写真 に撮 られ た。/吃 叛 吋,被 照 了像 。
29,ジ フテ リ ア で死 ぬ とこ ろ を,そ の 血 清 療 法 の お陰 で助 か っ た 人
も少 な くな い 。 〆因得 了 白 喉,正 在 死亡 美 失,這 稗 血 清 痔 法 得 救 的
人 也 不 少 。
25-29の 例 は,動 詞/形 容 詞+(た)÷ と ころ の 形 でr一 し よう とす る 時」,
「一 しよ う と して い る」 の意 味 を表 してい る。 中国 語 で もこの場 合,「 剛要.
一」
,「 在 一」 の よ う に,「 将然 形」 あ る い は 「持 続 態 」 を取 る こ と にな る。
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〈F〉二 範 囲/苑 圃,程 度
3Q.私 が 知 って い る の は大 体 こん な と ころ で す 。/我 知道 的,大 概 就
是 這 些 。
31.こ れ ぐらい の と ころ で 許 して くだ さい 。/清 原 涼,我 只能 倣 到 逮
全 程 度 。
32.聞 く と こ ろ に よる と,今 度 新 しい 国 語 辞 典 が 出 る そ う だ、/据
悦,逮 次 将 出新 的 国活 辞典 。
・31で は,r程 度 」 とい う訳 を訳 出 した が,30,32で は,訳 出 しな か っ た・
30の 場 合,「 逮 些 」 の 中 に 程 度 が 含 ま れ て い るか らで あ る し,「 据 悦 」 と
言 う場 合 も,「 根 据(他 所)悦 」 の 意 味 で,Gで も述 べ る よう に,「 所」 に
は あ る範 囲 を 限定 す る働 きが あ る か らで あ る。
〈G>:連 体 修 飾/所...的.
33.世 問 一 般 で 言 う と ころ のr自 由 」 ξ は,rし た い こ と を して よ
い」 と).・う意 味 の よ うです 。/一 般 社 会 上 所 悦 的"自 由",是"想
干 什 広 就 干 什 客"的 意 思 巨巴。
34.我 々 が 求 め る と こ ろ の もの は,そ ん な 小 さ な もの で は な く,
もっ と大 きな夢 で あ る。/我 伯 所 尋 求 的 井不 是 逮 広小,而 是 更 大 的
理 想。
「所 」 は
,文 言 的 な要 素 を持 っ た言 葉 で,「 所 」 の後 ろの 動 詞 を 「的」
を挾 ん で,連 体 修 飾 す る 働 き(〈F〉 で 言 う"限 定")を して い る 。 日本 語
の翻 訳 語 で は 関係 代 名 詞 を訳 す時 に用 い られ る こ とが 多 い の も,こ の作 用
に よ る。
(H>=と こ ろ どこ ろ(所 々)・ 名詞,副 詞,一 つ の もの の あ ち らこ ち
らの部 分=あ ち こ ち,あ ち らこち ら,そ こ こ こ,ほ う ぼ う(方 々)
/迭 几 那 几,麺 赴,有 些。
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35.店 が所 々 に散 らば っ てい る 。/逮 几 那 兀 都 有 商 店 。
36,警 官 が所 々 の 町角 に立 って い る。1各 ↑ 街 角 上靖 着 警 察 。
37.こ の 本 は 所 々 分 か らな い と こ ろ が あ る。!逮 本 瓶 有 杵 多 地 方 不
憧 。
「所 々」 は
,中 国 語 の 「赴 必 」 と同 じ意 味 で使 わ れ る 。 と もに 同 じ語 を
重 ね て用 い る。 中国語 の 「赴 赴 」 は相 当古 い用 法 で あ り,日 本 語 の 「至 る
所 で」 の意 味 は,中 国 の古 典 作 品 か ら来 た 可 能性 が 多 い 。
次 に名 詞 以 外 の 用 法 に つ い て 眺 め て み た い 。 以 下,卜Mの 諸 例 にあ る
よ うに,日 本 語 と 中国語 とで は,意 味 が 掛 け離 れ て い る 。
〈1>:助 詞 「と こ ろ」1「 一 た ・と こ ろ」,「一 た ・と ころ が 」 の
形 で 用 い られ る)=し か る に,一 た ・が/,..吋,...但
是,
38.昨 日 ピ クニ ッ ク に行 っ た とこ ろ,大 雨 に 降 られ て弱 り ま した 。/
昨 天 郊 游 去(的 財候),遇 上 了雨,糟 透 了。
39.病 人 に花 を持 っ て 行 っ て あ げた と ころ,大 変 喜 ば れ た。/給 病 人
掌 去 了 一 束 花(吋),把 他 喜 軟 了。
40.先 生 に伺 った と ころ,先 生 に も分 か らな い とお っ し ゃった 。/1可・
老 師 財,老 師也 悦 不 知道 。
4L会 に遅 れ た と思 って 急 いで 行 って み た と ころ が,ま だ 誰 も来 て
い な か っ た。/以 力会 双 要 退 到 了,着 去(吋),亘 是 准 也 迩 没 有
来 。
42.叱 られ る と思 った と ころが,却 って,誉 め られ た。 〆以 力 要被 批
坪 的,却 反 倒 被 表 揚 了。
rところ」という元来場所を表す言葉が時問を表す用法は,中 国語にお
いては見られないし,逆 接を表す用法もない。 したがって,学 習者は注意
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しな けれ ぱ な らな い 。
〈丁>二 助 詞 「と(ど 〉こ ろ」+「 か 」,rと(ど)こ ろ」.+rで は な い
(な く)」の形 で も用 い られ る 。
i)あ る 事 柄 を例 と して挙 げ,「 ～ で は な い」 と打 ち消 し,あ との
事 柄 を強 調 す る場 合 に用 い られ る。/不 仮....卜 不 要 悦 、,.
43.田 中 さ ん は英 語 ど ころ か,フ ラ ンス 語 も ドイ ッ語 もで きま す 。/
田 中 不要 悦 英 悟,連 法 屠,徳 悟 都 会 。
44.彼 は ヨー ロ ッパ どこ ろか,ア フ リ カヘ まで行 っ た こ とが あ る。 ・/
他 不収 欧 洲,美 洲 也 去 辻 。
45,私 は 独 身 ど ころ か,も う子 供 が 三 人 もい ます 。〆我 不 要 悦 独 身,
達 核 子 都 有 三 奈 了 。
46.こ れ は私 ど こ ろで は な く,皆 の 意 見 で す 。/達 不 仮 是 我,而 且 是
大 家 的主 張 。
これ は前 項 と 同 じ く,中 国 語 に な い 用 法 で あ る の で,意 味 を取 っ て,
「関 聯 詞 語(逓 進 関係)」 の 「不但 ...而 且...(=不 止.。.)」
を用 い て訳 す べ きで あ る。
ii)特 にあ との事 柄 が甫 の 事 柄 の 反 対 に な る よ う な場 合,そ れ を強
め て言 う時,用 い られ る。/不 要悦...甚 至 達 、_
47旅 行 に い き ま した が,汽 車 は 混 む し,雨 に は 降 られ る はで,楽
しい ど こ ろ か,苦 しい だ け で した。/去 族 行 了,但 牢 擦,又 遭 雨
淋,不 要悦 愉 快,筒 宜 是 痛苦 。
48昨 日 は雨 が 降 る ど ころ か,雲 一 つ な い い い天 気 で した。/昨 天 不
要説 下 雨.達 一 片 云彩 也 没 有 。
49ま だ二 月 な の に,寒 い どころ か,春 の ような 暖 か さだ 。/尽 管 只
是 二 月,可 不 要悦 冷 了,甚 至 就 象 春 天 一 祥 暖 和 。
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鱒 「一 ど こ ろ か 一 な い」 の形 で,前 の 事 柄 を 「も ち ろ ん一 で な
い」 と打 ち 消 し,そ れ よ り程 度 の低 い 事 柄 まで も 「～ で な い」
と 打 ち 消 す よ う な 場 合 に 用 い ら れ る。!別 説...甚 至
(達).
50山 田 さん は,部 屋 を掃 除 す る どこ ろ か,顔 も洗 わ ない く らい の
怠 け者 で す 。/山 田別 悦 打 拍 房1司,'甚 至 達 股 也 不 洗 的 瀬 家 。
51あ の学 生 は,漢 字 ど ころ か,ひ らが な も書 けな い 。/那 介学 生 別
悦 汲 字,達 平 假 名也 不会 写 。
52千 円 どこ ろか,一 円 もな い 。/別 悦 一 千元,就 達 一 分 銭 也没 有 。
〈K〉=助 詞 「と ころ」+「 で」 の形 で,二 つ の文 を結 ぶ働 きをす る。
そ の 場 合,後 の 文 は,前 の文 の 結 果 と して,何 の役 に も立 た ない と
か,も っ と悪 い状 態 に な る とい う よ う な意 味 を表 す。/中 国語 で は,
関 連 詞 語 の 「即 使.,.也...」,「 元 沿...也..,」,
「尽 管 ...也...」,「 不 管...也...」 等 を用 い て訳 す
べ きで あ る。
53.も う こ れ 以 上 話 し合 っ た と こ ろ で,む だ で す よ。/想 亦 法(和
他)商 量 了,可 是 不 行。
54.ど ん な にた くさ ん本 を買 っ た とこ ろ で,読 ま な けれ ば何 に もな
ら ない 。/不 管 契 多 少 需,不 看也 就 等 干 没 用 。
55・ あ の 人 は,.い くら親 切 に して あ げ た と こ ろで,あ りが た い と も
思 わ ない の で す 。/元 槍 対 他 多 宗切,'他 也 不 会 有 感 激 之 情 的 。
56.君 に 金 を貸 した とこ ろ で,必 要 な もの を買 わ ず に,無 駄 遣 い を
す る に 決 ま って い る。/即 使 借侭 銭 了ラ 徐 也 不 会 叉 有 用 的 京 西,而
是 乱 用 了.
「とこ ろで 」 は
,関 聯 詞 語 で は,「 假 設 的譲 歩 」 に相 当 す る。 「～ た と こ
ろ で」 の形 で 用 い られ た時 は,「 そ の表 す条 件 は,ま だ実 現 して い な い事
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柄 で もい い し,既 成 の事 実 と異 な る 事 柄 で も よい」 の で あ っ て,そ の幅 は
か な り広 い。
〈L〉二 接 続 詞 「と ころ が(一 しか しetc.1」。思 っ て い た 事柄 と反 対 の
事 柄 を述 べ る 。/可,可 是,不 迂 。
57,新 聞 は軽 く扱 っ て い た よ うだ ね。 とこ ろが これ は大 事 件 な ん だ。
/振 紙 似 乎 没 有 作 力 重要 消 息 来 登 載,不 迂,逮 是 一 件 大 事 。
58・ 晴 れ て い た の で洗 濯 を し ま した 。 と こ ろが,急 に雨 が 降 り出 し
て しまい ま した 。/因 力天 晴,洗 了衣 服,可 実 然 下 起 雨 来 。
59,昨 日 デパ ー トに行 き ま した。 と ころが,デ パ ー トは休 み で した。
/昨 天 去百 貨 商 店,可 是 商 店 休 息 。
(M〉1接 続 詞 「とこ ろで(ニ そ れ は そ う して)」。前 の 話 を切 って,別
の話 題 を話 始 め る時,用 い られ る。/(突 然 鞍 活 題 吋 用)可 是 一
60.と こ ろで,こ の 頃 映 画 を見 ま した か。/可 是,最 近 看 屯影 喝?
62.と こ ろで,お 父 さん はお 元 気 で す か 。/可 是,休 父 素 好 賜?
62.と こ ろで,あ なた の 考 え を伺 い た い の です が 。/可 是,我 想 同 同
弥 的看 法 。





以 上,「 と こ ろ」 に係 わ る い ろい ろ な用 法 を眺 め,そ れ を 中 国 語 に翻訳
して み た 。 言 う まで もな く,「 とこ ろ」 に は,普 通名 詞 を始 め と して,形
式 体 言,助 詞,接 続 詞 まで 各種 の用 法 が あ る。 実 に当 た り前 の こ とで は あ
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るが,こ れを中国語に訳す時は,よ く文脈を捉え,そ の用法を確認 しなが
ら訳さないと,誤 訳を犯すことになる。こうした筆者たちの経験が読者各
位の参考になれぱ幸いである。
(完)
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